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福祉と医療の連携を考える会に参加してきました！

むすびプロジェクト

2025年8月発行

地域を支え
人に寄り添い

人生を応援する

コンセプト

お問い合わせ：むすびプロジェクト 井上恵美子（千葉みなとリハビリテーション病院）
QRコードからmailにてお問い合わせ、ご意見をお聞かせください→

6月・7月 LINE配信内容

むすびの活動 NOW 編集後記

2025年6月28日に令和健康科学大学にて【列島会・ゆとり・あきの会】

が主催した「福祉と医療の連携を考える会」に参加してきました。

3法人は入院、入所、入居、訪問看護・介護、通所、療養介護、就労継続

支援（A型・B型）など多岐に渡る福祉事業や

医療を展開しています。

【福祉と医療の連携を考える会】

「Nっ子の在宅支援～在宅療養児受け入れ支援について～」をテー

マにシンポジウムが開催されました。医師、看護師、相談支援専門

員、その他に県庁職員が登壇し小児在宅における訪問診療や在宅

でのリスク管理、社会資源の活用について多角的に議論されまし

た。児童発達支援の現状と課題も共有され、地域連携の重要性が

再確認されました。3法人が展開する、入院・入所支援から在宅医

療に至るまでの包括的な支援体制や地域と連携した柔軟な対応は、

今後の支援の在り方を考えるうえで非常に参考となりました。

また、就労継続支援A型・B型についての教育セミナーにも参加し

ました。A型事業所の停滞やB型事業所への移行が進む現状に加

え、10月から始まる新たな「就労選択支援」についても学び、理解

を深めることができました。

【列島会、あきの会の見学にも行きました！】

就労施設で利用者の皆さんが心を込めて
手作りした雑貨やお菓子

8月4日 第5回むすびプロジェクト研修会

「ケアマネジャーの視点とケアプラン作成のプロセスを学ぶ」

9月1日 第2回復職・就労支援代表コーディネーター意見交換会

「働くことをあきらめない～自分自身のこととして考えてみよう」

初めまして、八千代リハビリテーション病院で理学療法士をしている河合です。

むすびプロジェクトに参加して1年が経ち、福祉や就労支援の分野に関わる機会

が増え、大変学びの多い日々を過ごしています。今回「福祉と医療の連携を考える

会」への参加にあたり、前日に列島会とあきの会を見学させていただきました。

就労支援の現場で、利用者の皆さんが丁寧に作られた雑貨の美しさや、お菓子の

美味しさに感動しました。今後も多職種とのつながりを大切にしながら、支援の在

り方を考えていきたいと思います。

八千代リハビリテーション病院 理学療法士 河合 大介

【列島会・ゆとり・あきの会】は、中村儀成理事長、
中村佳奈理事長が思いを込めて設立されました。
この3法人は九州を拠点に活動されています。
個々の個性を認め合い尊重し合える共生社会の
実現に向けて、利用者やご家族の言葉に耳を傾
けながら、地域の問題解決に取り組んでいます。
多様な人々が安心して暮らせる地域社会を目指
し、地域を支える福祉のかたちを築いています。

列島会・ゆとり・
あきの会とは？

「Nっ子」とは？
NICU（新生児集中治療室）での
治療経験がある子どもたち

 取得後の活用についての
動画もあります！

 対応方法や予防についての
 動画もあります！
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